
グループワーク （各班の報告より） 

発信 インスタ開始 

 ・更新頻度のポイント …飽きられないように 

             更新日の設定、次回更新予定日の発信 

             得意な人材を活用              

 ・動画・子どもたちの笑顔、表情、姿 …良さが伝わる発信 

                    地域と関わる姿の発信（コミュニケーション） 

 ・発信内容の加減 …子どもたちの画像（肖像権、掲載への意思の有無等） 

           △マイナス面も考慮する…PTA との相談 

           →立ち止まらず始めてみる、スタートの方法を探る 

           OB の活動も発信 

 ・発信の方法の変化 …よく見られているツールを活用 

 ・ホームページの充実 …地域への情報発信の役割を持つ（防災・保健等）  

交流・学習 

 ・子どもと地域の変容の評価、卒業後への繋がり 

   中・高等部の三保の松葉かき →サークル活動へ 

                 卒業後にも繋がる分かりやすい活動 

                 プラスの楽しみがある活動、保護者を巻き込んだ活動 

 ・小さいころからインクルーシブ教育、素地づくりの取り組み 

              …高齢の方だけでなく幼稚園との交流も視野に 

 ・子ども一人一人の地域 …防災・交流籍交流・高校との交流 

              継続的な関りを持つことで、真の理解へ 

 ・作業学習に物流の活動も取り入れられる 

 ・異業種交流 …「共通項」があると繋がりが続く（卒業後の余暇を考える） 

        →学校ができることは…「繋がりをサポート」 

OB 会（繋がり直す場の提供） 

社会資源（交流館等開催のクラブ等）への参加の後押し 

アイデア 地域共同学習 

 ・地域資源の活用 

   くふうハヤテとの交流 …互いにメリットのある活動 

   インバウンドを利用 …客船来航に合わせて自然にできる活動を  

     ↓ 

   ・お土産を渡す インスタ発信されることを想定して企画…発信力が大きい 

   ・体験、映えスポット等の仕掛け（和太鼓、ボディーパーカッション等） 

   ・清水銀座商店街の活用 

   ・七夕まつりで他と共同して情報発信（学校が呼びかけてまつりを盛り上げる） 

 ・学校単独ではなく、地域（企業や店等）とコラボで活動、発信    

  


